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l サービスには、エンドポイント、フレームサイ

ズ、バンド幅、スレッショルド(しきい値)、レイ

ヤー2および3オプションが含まれます。サー

ビスは、保存された任意の数のパフォーマン

ステストで使用することができます。

l 保存されたパフォーマンステストには、テスト

期間設定と含まれるサービスが含まれてい

ます。
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パフォーマンス : パフォーマンスのテスト結果メイ

ン画面が開きます。

パフォーマンス ピア : ピア結果画面が開きます。

パフォーマンス設定 : EtherScopeがソースである

場合のパフォーマンステスト設定を制御します。

ピア設定 : 他のデバイスがソースである場合

に、EtherScope パフォーマンス ピアを制御しま

す。パフォーマンス ピアの実行を参照してくださ

い。

カスタムパフォーマンステストの保

存
パフォーマンスアプリでは、2段階のテスト構成を

保存することができます： 個々のサービスを使用

し、最大8つの有効なサービスを使用してパ

フォーマンステストを完了します。
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例えば、異なる場所にある複数のエンドポイントに

対して、異なるバンド幅のパフォーマンス ピアを持

つサービスを設定することができます。また、ユー

ザーは、異なるQoS優先順位を持つ複数のサービ

スを作成することができます。(レイヤー3オプショ

ンを使用)優先順位の高いストリームでロスが発

生しないことを確認します。

保存されたパフォーマンステストとそのサービス

は、自動テストのプロファイルグループ、プロファイ

ル、およびテスト宛先と同じように動作します。詳

細は、ユーザーガイド 自動テストのトピック 自動

テストの概要を参照してください。

パフォーマンス結果のメイン画面     または左側

のナビゲーションドロワー      から、パフォーマン

ス設定画面を開いてください。
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変更した設定は自動的に適用されます。 設定が

終わったら、戻るボタン     をタップして、パフォー

マンステスト画面に戻ります。

継続時間 : この設定は、パフォーマンステストの

実行時間の長さです。フィールドをタップして、任

意の時間を選択します。デフォルトは1分です。

サービス

サービスとは、アプリケーションのトラフィックをシ

ミュレートするために設定されたトラフィックフロー

です。最大4つの単方向または双方向のサービス

を同時に実行し、ネットワーク上のQoSレベルをエ

ミュレートしてテストすることが可能です。

サービス設定には、EtherScopeがパフォーマンス

の測定と評価に使用するエンドポイント、フレーム

サイズ、バンド幅、スレッショルド(しきい値)、およ

びオプションが含まれています。

構成されたサービスのコレクションは、保存された

すべてのパフォーマンステスト構成で利用できま

す。

パフォーマンス設定画面では、以下の操作が可

能です：
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l チェックボックスをオン/オフにすると、アクティ

ブなパフォーマンステストのリストにサービス

を含めたり除外したりできます。

NOTE: 一度に最大8つのサービスでパフォー

マンステストを実行できます。8つを超える

サービスを選択すると、パフォーマンステスト

は失敗します。

l アクションオーバーフローアイコン   をタップす
ると、設定済みのサービスを複製、上/下に移
動、または削除できます。

注意: サービスを削除すると、すべてのパ

フォーマンステスト構成からサービスが削除

されます。 現在のテストからサービスを削

除するには、チェックを外すだけです。

NOTE: すべてのサービスが同時にテストさ

れるため、この画面に表示されるサービス

の順番は、テストの実行に影響しません。

l FABアイコン     をタップすると、新しいサー

ビスを追加することができます。

l サービス名をタップするか、新しいサービス

を追加すると、その設定が表示され、サービ

ス名、エンドポイントアドレス、パフォーマンス

しきい値、その他のサービス特性を入力する

ことができます。
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NOTE: ここに入力するUDPポート番号は、

ピアのエンドポイントデバイスで使用される

ポート番号と一致する必要があります。

エンドポイント・タイプ : パフォーマンステストに使

用するエンドポイントの種類に応じて、ピアまたは

リフレクタを選択します。

トラフィック フロー : この設定は、エンドポイント・タ

イプがピアに設定されている場合にのみ表示され

ます。

l アップストリームのみまたはダウンストリー

ムのみを選択すると、指定した1つのトラ

フィック フロー方向のみをテストします。

l 異なる目標レート（以下の「バンド幅」で設

定）を使用して各方向をテストする場合は、

非対称(アシンメトリック)を選択します。非対

称(アシンメトリック)は、ピアエンドポイント

のデフォルトのトラフィック フローです。

l 対象(シンメトリック)を選択すると、同じ目標

レートを使用して両方向をテストすることが

できます。

フレーム・サイズ

フレームサイズフィールドをタップして、新しいシ

ングルフレームサイズ、フレームサイズミックス

オプション、
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アップストリーム 目標レート : 送信元からエンドポ

イントまでの、アップストリームトラフィックの要求

レートです。

ダウンストリーム 目標レート : エンドポイントから

送信元までの、ダウンストリームトラフィックの要

求レートです。

NOTE: 目標レートオプションで提供される

999.8Mbpsと9.998Gbpsと同様の値は、イーサ

ネットリンクの最大で最悪の場合のスルー

プットをテストするためのものです。完全な条

件下ではそれ以上のレートが可能ですが、リ

ンクレートの99.98%という制限は、イーサネッ

トの非同期クロックに起因しています。 IEEE

802.3イーサネット規格では、リンクパートナー

のクロック信号が最大0.02%まで誤差が認め

られています。したがって、トラフィックがリン

クを通過し、2つのリンクパートナー間で最大

クロック差が発生した場合、最悪の場合、エ

ンドツーエンドのスループットはソースリンク

レートの99.98%に制限される可能性がありま

す。

スレッショルド

スレッショルド(しきい値)は、EtherScopeがテスト

の採点に使用する合否基準を定義します。
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各スレッショルドフィールドをタップして、許容され

る最大値を選択または入力します。測定値がし

きい値を超えると、テストは失敗します。

フレーム損失 スレッショルド : フレーム損失 ス

レッショルドは、テストが失敗する前に失われる

可能性のあるフレームの割合です。デフォルトは

0.3%です。フィールドをタップして任意のしきい値

を選択または入力するか、フレームロスに基づく

グレーディングを完全に無効にします。

ジッター スレッショルド : ジッターは、フレーム間

の遅延の変動をミリ秒単位で表す指標です。デ

フォルトのしきい値は20msです。

遅延 スレッショルド : 遅延とは、パケットが送信

元からエンドポイントへ、エンドポイントから送信

元へ移動するのにかかる時間をミリ秒単位で表

したものです。デフォルトのしきい値は100msで

す。

レイヤ2 オプション

パフォーマンステストは、自動テスト 有線プロ

ファイルによって確立された有線テストポートの

リンク上で実行されます。そのため、デフォルトで

は、リンクを確立した自動テスト 有線プロファイ

ルの設定で設定されたVLAN IDを使用して、パ

フォーマンステストが実行されます。
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オーバーライド VLAN 優先度 : トグルボタンをタッ

プして有効にします。デフォルトでは、VLANの優

先順位はBest Effort（0）に設定されています。 こ

の設定は、特定のタイプのトラフィックストリームを

シミュレートするために使用します。オーバーライ

ド VLAN 優先度が有効でない場合、VLANプライ

オリティは有線テストポートに使用される値に設定

されます。

VLAN Priority : この設定は、上記のオーバーライ

ド VLAN 優先度の設定が有効である場合にのみ

表示されます。タップしてVLAN Priorityを選択しま

す。

検証優先度 : トグルボタンをタップすると、

EtherScopeが選択したVLANの優先順位を検証す

ることができます。検証優先度オプションを有効に

すると、EtherScopeは受信したパケットをチェック

し、優先順位フィールドが送信元から宛先まで維

持されていることを確認します。変更されている場

合、パケットは損失としてカウントされ、フレーム損

失の測定に含まれます。

レイヤ3 オプション

レイヤ3オプションは、ネットワーク上で

QoS（Quality of Service）をテストする際に便利で

す。DSCP優先度やIP優先度を変えて最大4つの

サービスを作成し、
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DSCP : このフィールドは、上記の設定でTOS With 

DSCPが選択されている場合のみ有効です。 

DSCP制御を使用すると、生成されたトラフィックの

分類を変更することで優先度を指定することがで

きます。 これは、6ビットのフィールドであり、デフォ

ルト値のゼロは、"Best Effort"を指定します。

フィールドをタップして、別のDSCPを選択します。

IP プレシデンス : このフィールドは、TOS With IP 

Precedenceが選択されている場合にのみ利用可

能です。フィールドをタップして、デフォルトの

Routine (0)以外のIP プレシデンスを選択します。

IP プレシデンス タイプ : このフィールドは、TOS 

With IP Precedenceが選択されている場合にのみ

利用可能です。フィールドをタップして、デフォルト

のNormal（0）以外のプレシデンス タイプを選択し

ます。

QoS検証 : この設定を有効にすると、EtherScope

は受信したパケットをチェックし、ルート全体でQoS

フィールドが維持されていることを確認しま

す。QoSフィールドが変更されている場合、パケッ

トは損失としてカウントされます。
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パフォーマンスエンドポイン

トの設定
EtherScope nXGは、以下のいずれかのエンドポ

イントに対してパフォーマンステストを実行する

ことができます：

l 他のEtherScope nXG (ピア)

l OneTouch 10G(ピア)※サポート終了

l LinkRunner G2またはLinkRunner AT
(リフレクタ)※(2000のみ)

l NPT Reflector Software (リフレクタ)

LinkRunnerシリーズの詳細、および無料のPCア

プリケーションNPT Reflectorのダウンロードに

ついては、NetAlly.comをご覧ください。

EtherScope パフォーマンス ピア

EtherScope nXGをパフォーマンス ピアとして実

行するには、パフォーマンス ピアの実行のト

ピックを参照してください。

Performance Test App

682

http://netally.com/


OneTouch 10G パフォーマンス ピア
(サポート終了)

以下の手順に従って、OneTouch 10G パフォーマ

ンス ピアをセットアップします：

1. OneTouchが上部のRJ-45またはファイバー

テストポートを介してアクティブなネットワーク

に接続され、AC電源に接続されていることを

確認してください。
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2. ユニットの電源が入った状態で、ホーム画面
「TOOLS」アイコン     をタップします。

3. 「TOOLS」メニューで、「Testing Tools」＞

「Performance Peer」を選択します。

4. デフォルトの3842以外であれば、適切なUDP

ポート番号を選択します。

NOTE: エンドポイントに設定するポート番号

は、送信元EtherScopeで使用するポート番

号と一致する必要があります。

5. 「Enable AutoStart」をオンにすると、

OneTouchの電源が入ったときにパフォーマ

ンス ピア機能が自動で開始されるようになり

ます。

6. STARTボタンをタップします。パフォーマンス

ピア画面が表示され、ネットワークリンクが自

動的に確立されます。

7. 画面上にピアのIPv4アドレスが表示されま

す。このアドレスをEtherScope nXGのパ

フォーマンステストのサービス設定にあるエ

ンドポイント・デバイス画面に入力します。
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3. テストアプリ画面で、メニューボタンをタップ

4. リフレクタ を選択します。

5. 必要に応じて、パケット・タイプとスワップの

設定を行います。デフォルトの設定である、

パケット・タイプ： MAC + NetAlly、MAC + IP

はネットワーク上の不要なトラフィックを回

避するために推奨されます。

6. LinkRunner G2 リフレクタがIPアドレスを取

得したら、右下のフローティングアクションボ

タン（FAB）     をタップしてリフレクタを起動

します。

7. 画面上部にリフレクタのIPアドレスが表示さ

れます。このアドレスは、EtherScope nXG

のパフォーマンステストサービス設定のエン

ドポイント・デバイス画面で入力します。

LinkRunner G2 リフレクタ機能の詳細について

は、LinkRunner G2 ユーザーガイドを参照してく

ださい。
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LinkRunner AT リフレクタ(2000のみ) 

以下の手順で、LinkRunner AT(2000のみ) リフ

レクタを設定します：

1. LinkRunnerがRJ-45またはファイバーテスト

ポートを介してアクティブなネットワークに接

続され、AC電源に接続されていることを確

認します。

2. ホーム画面で、ツールを選択します。

3. 基本設定 > 電源の管理で、自動オフの

チェックが外れていることを確認し、テスト中

に本機の電源が落ちることを防ぎます。変更

した設定を保存します。

4. ツールメニューからリフレクターを選択しま
す。
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5. リフレクター画面で、必要に応じて、パケット・

タイプと入れ替えの設定を行います。デフォ

ルトの設定である、パケット・タイプ： MAC +

NetAlly、入れ替え: MAC + IPはネットワーク

上の不要なトラフィックを回避するために推

奨されます。

6. 変更した設定を適用するには、保存を選択し
ます。

7. 開始（F2）を選択し、リフレクターを実行しま
す。

8. 画面上部にリフレクタのIPアドレスが表示さ

れます。Ether-Scope nXGのパフォーマンス

テストサービス設定のエンドポイント・デバイ

ス画面で入力します。

LinkRunner AT リフレクター機能の詳細につい

ては、LinkRunner AT ユーザーマニュアルを参

照してください。

Performance Test App

688

http://netally.com/products/linkrunner


https://www.netally.com/products/etherscopenxg/
https://www.netally.com/products/etherscopenxg/









































	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 655
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 656
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 657
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 658
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 659
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 660
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 661
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 662
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 663
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 664
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 665
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 666
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 667
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 668
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 669
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 670
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 671
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 672
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 673
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 674
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 675
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 676
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 677
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 678
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 679
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 680
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 681
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 682
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 683
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 684
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 685
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 686
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 687
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 688
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 689
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 690
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 691
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 692
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 693
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 694
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 695
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 696
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 697
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 698
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 699
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 700
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 701
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 702
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 703
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 704
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 705
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 706
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 707
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 708
	EtherScope-User-Guide-v2.2-English 709



